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平
成
20
年
度

平
成　

年
度
歳
入
歳
出
決
算
が
9
月　

日
か
ら
開
か
れ
た
定
例
町
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

20

10

今
回
の
特
集
で
は
こ
れ
ら
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
財
政
運
営
に
あ
た
り

２０

ま
し
て
は
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
取
り

組
み
に
よ
り
、
人
件
費
、
公
債
費
を
中

心
に
こ
れ
ま
で
の
縮
減
努
力
の
成
果
が

表
れ
、
効
率
的
な
予
算
執
行
が
図
ら
れ

た
ほ
か
、
経
済
情
勢
が
厳
し
さ
を
増
す

中
で
、
将
来
の
財
源
不
足
や
財
政
需
要

に
対
応
す
る
た
め
の
財
政
調
整
積
立
金

の
積
立
て
や
繰
上
償
還
を
行
い
、
一
層

の
財
政
健
全
化
に
努
め
ま
し
た
。

　

決
算
に
お
け
る
主
な
財
政
指
標
は
、

「
経
常
収
支
比
率
」
が　

％
で
、
前
年

８４

度
と
比
較
し
て
５
・
４
ポ
イ
ン
ト
減
少

し
た
ほ
か
、「
公
債
費
比
率
」
等
は
い
ず

れ
も
警
戒
値
を
大
幅
に
下
回
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
実
質
公
債
費
比
率
」
も
着
実

に
改
善
し
、
財
政
健
全
化
に
向
け
た
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
成
果
が
各
指
標
に

反
映
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
及
び
各
特

２０

別
会
計
決
算
の
総
額
は
、
歳
入
で
１
０

１
億
４
、
９
３
０
万
円
、
歳
出
で
は　
９３

億
５
、
０
６
１
万
円
と
な
り
、
差
引
７

億
９
、
８
６
９
万
円
の
決
算
収
支
と
な

り
ま
し
た
。

歳出決算額歳入決算額会　　計　　名

58億7,484万円64億4,245万円一　般　会　計

19億　 629万円20億2,555万円国 民 健 康 保 険

特　
　
　

別　
　
　

会　
　
　

計

2億2,405万円2億2,962万円老 人 保 健

1億3,842万円1億3,941万円後 期 高 齢

10億4,107万円10億6,953万円介 護 保 険

54万円1,694万円母 畑 財 産 区

62万円846万円中 谷 財 産 区

328万円3,465万円土 地 開 発 事 業

1億2,298万円1億2,926万円簡 易 水 道 事 業

3,852万円5,343万円宅 地 造 成 事 業

93億5,061万円101億4,930万円合計

会計別歳入歳出決算額

各
会
計
の
決
算
概
要

町
の
財
政
状
況



特 
集

33● 広報いしか　●　広報いしかわわ１１１１月月号号

　

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
が　
６４

億
４
、
２
４
５
万
円
、
歳
出
が　

億
７
、

５８

４
８
４
万
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較

す
る
と
歳
入
が
０
・
９
％
の
増
、
歳
出

が
５
・
３
％
の
減
で
、
歳
入
歳
出
差
引

額
と
し
て
５
億
６
、
７
６
１
万
円
の
剰

余
金
が
出
た
ほ
か
、
前
年
度
の
剰
余
金

を
差
し
引
い
た
単
年
度
収
支
で
も
約
３

０
０
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計

　

町
税
で
は
、
個
人
町
民
税
が
収
納
率

の
向
上
な
ど
に
よ
り
対
前
年
比
３
・
２

％
増
の
５
億
７
、
８
８
１
万
円
と
な
っ

た
一
方
で
、
固
定
資
産
税
は
対
前
年
比

０
・
２
％
減
の
９
億
９
５
７
万
円
と
な

り
、
た
ば
こ
税
や
入
湯
税
が
前
年
度
決

算
額
を
下
回
る
な
ど
、
全
体
で
対
前
年

比
０
・
７
％
増
の　

億
６
、
０
９
６
万

１７

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
で
は
、
普
通
交

付
税
が
「
地
方
再
生
対
策
費
」
の
創
設

等
、
算
定
方
法
の
見
直
し
等
に
よ
り
前

年
度
と
比
較
し
て
１
億
５
、
５
２
２
万

円
増
加
す
る
な
ど
、
特
別
交
付
税
と
あ

わ
せ
て
対
前
年
比
６
・
６
％
増
の　

億
２５

２
、
４
９
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
地
方
消
費
税
交
付
金
は
、
急

激
な
景
気
後
退
の
影
響
に
よ
る
消
費
の

落
ち
込
み
等
に
よ
り
、
対
前
年
比
８
・

９
％
減
の
１
億
５
、
９
１
６
万
円
と
な

っ
た
ほ
か
、
繰
入
金
で
は
、
町
債
の
繰

上
償
還
財
源
と
し
て
繰
替
運
用
し
た
役

場
庁
舎
等
建
設
基
金
繰
入
金
の
減
少
に

伴
い
前
年
度
決
算
額
を
大
幅
に
下
回
り

ま
し
た
。 歳

入
の
主
な
内
容

町税の内訳
比　率決算額税　目

39.2%6億9,029万円町 民 税

51.7%9億957万円固 定 資 産 税

2.2%3,802万円軽 自 動 車 税

5.6%9,944万円た ば こ 税

1.3%2,328万円入 湯 税

0.0%36万円交 付 金

100.0%17億6,096万円合 計
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民
生
費
が　

億
４
、
０
４
１
万
円
で
、

１５

構
成
比
が　

・
２
％
と
歳
出
全
体
の
４

２６

分
の
１
以
上
を
占
め
、
衛
生
費
の　

％
１３

と
あ
わ
せ
る
と
、
決
算
額
構
成
比
の
約

４
割
を
占
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
基
金
の
積
立
て
に
よ
り
総
務

費
や
諸
支
出
金
が
前
年
度
決
算
額
を
上

回
っ
た
ほ
か
、
土
木
費
で
は
、
道
路
整

備
事
業
等
に
よ
り
対
前
年
比　

・
５
％

４７

増
の
２
億
７
、
３
９
１
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
農
林
水
産
業
費
、
消
防
費
、
教

育
費
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
決
算
額
を

若
干
下
回
り
、
前
年
度
と
同
規
模
の
決

算
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
件
費
は
、
総
人
件
費
の
抑
制
に
よ
り
対
前
年
比
４
・
１
％
減
の　
１４

億
３
、
７
７
９
万
円
で
、
６
、
１
８
４
万
円
の
減
額
と
な
っ
た
ほ
か
、

公
債
費
は
、
繰
上
償
還
費
を
含
め
対
前
年
比　

・
８
％
減
の
８
億
３
８

４４

９
万
円
、
繰
出
金
で
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に
伴
う
老
人
保

健
特
別
会
計
繰
出
金
の
減
な
ど
に
よ
り
対
前
年
比
９
・
９
％
減
の
５
億

１
、
３
３
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
物
件
費
で
は
、
戸
籍
電
算
化
業
務
委
託
料
等
の
増
に
よ
り
対

前
年
比
３
・
０
％
増
と
な
っ
た
ほ
か
、
補
助
費
等
で
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
負
担
金
等
の
増
に
よ
り
対
前
年
比　

・
６
％
増
の　

億

１９

１４

４
、
９
４
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
普
通
建
設
事
業
費
の
う
ち
補
助
事
業
及
び
単
独
事
業
の
合

計
で
は
、
道
路
整
備
事
業
の
拡
充
な
ど
で
対
前
年
比　

・
９
％
増
の
３

２８

億
４
、
３
０
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
内
容

目
的
別

性
質
別



特 
集

55● 広報いしか　●　広報いしかわわ１１１１月月号号



広報いし広報いしかかわわ１１１１月月号 ●号　●　66

KKoo
HHoo
IshikawIshikawaa

　

町
で
は
、
平
成　

年
度
決
算
に
基
づ
く

20

健
全
化
判
断
比
率
（
実
質
赤
字
比
率
、
連

結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、

将
来
負
担
比
率
）
及
び
資
金
不
足
比
率
を

算
定
し
ま
し
た
。

　
「
実
質
公
債
費
比
率
」
は　

・
５
％
と

20

な
り
、
公
債
費
の
減
少
な
ど
に
よ
り
前
年

度
に
比
べ
２
・
０
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
ま
し

た
が
、
地
方
債
の
許
可
基
準
値　

％
を
上

18

回
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
末
に
お
い
て
、
一

20

般
会
計
等
が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な

負
債
額
の
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合

を
示
す
「
将
来
負
担
比
率
」
は
、　

・
８

９0

％
と
な
っ
て
お
り
、
早
期
健
全
化
基
準
を

大
幅
に
下
回
っ
た
ほ
か
、「
実
質
赤
字
比

率
」、「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」、「
資
金
不

足
比
率
」
に
つ
い
て
は
、
赤
字
額
又
は
資

金
不
足
額
が
な
い
た
め
、
指
数
が
算
定
さ

れ
な
い
な
ど
、
い
ず
れ
の
比
率
も
早
期
健

全
化
基
準
及
び
財
政
再
生
基
準
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
地
方
公
共
団
体

財
政
健
全
化
法
）
の
規
定
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
は
、
毎
年
度
、
実

質
的
な
赤
字
や
公
社
・
第
三
セ
ク
タ
ー
等
を
含
め
た
実
質
的
な
将
来
負

担
等
に
係
る
指
標
を
議
会
に
報
告
し
、
公
表
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
該
指
標
が
一
定
程
度
悪
化
し
た
場
合
は
議
会
の
議
決
を
経

て
財
政
健
全
化
計
画
等
を
策
定
し
、
外
部
監
査
を
求
め
る
な
ど
の
義
務

付
け
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
早
期
健
全
化
基
準
】

 
自
主
的
な
財
政
健
全
化
基
準

　

基
準
値
を
超
え
る
と
、
財
政
健
全
化
計

画
（
議
会
の
議
決
）、
計
画
の
実
施
状
況

を
毎
年
度
議
会
に
報
告
公
表
、
外
部
監
査

の
要
求
の
義
務
付
け
な
ど
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

【
財
政
再
生
基
準
】

 
国
な
ど
の
関
与
に
よ
る
確
実
な
再
生
基
準

　

基
準
値
を
超
え
る
と
、
財
政
再
生
計
画

（
議
会
の
議
決
）、
計
画
の
実
施
状
況
を

毎
年
度
議
会
に
報
告
公
表
、
財
政
運
営
が

計
画
に
適
合
し
な
い
と
認
め
ら
れ
た
場
合

に
は
、
予
算
の
変
更
等
勧
告
で
き
る
外
部

監
査
の
要
求
の
義
務
付
け
、
財
政
再
生
計

画
を
総
務
大
臣
に
協
議
し
同
意
な
ど
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

 
実
質
赤
字
比
率

　

毎
年
４
月
に
始
ま
り
翌
年
３
月
に
終
わ

る
地
方
公
共
団
体
の
会
計
年
度
に
お
い
て
、

歳
入
が
歳
出
に
比
べ
て
不
足
し
て
し
ま
い

赤
字
が
生
じ
た
場
合
に
算
定
さ
れ
る
数
値

を
表
し
ま
す
。

 
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

地
方
公
共
団
体
の
会
計
を
地
方
税
、
地

方
交
付
税
等
を
主
な
財
源
と
し
て
福
祉
、

教
育
、
ま
ち
づ
く
り
等
の
中
心
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
一
般
会
計
と
、
料
金
収

入
等
を
主
な
財
源
と
す
る
公
営
企
業
会
計

（
水
道
事
業
会
計
等
）
な
ど
複
数
会
計
に

お
け
る
全
体
の
財
政
状
況
を
表
し
ま
す
。

 
実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
の
公
債
費
（
地
方
公
共
団
体

の
長
期
の
借
金
に
係
る
元
金
及
び
利
息
の

支
払
い
）、
公
営
企
業
等
他
の
会
計
の
公

債
費
へ
の
繰
出
金
、
ま
た
、
近
隣
市
町
村

と
の
組
合
に
よ
り
整
備
し
た
ゴ
ミ
処
理
施

設
に
係
る
負
担
金
な
ど
公
債
費
に
準
じ
た

経
費
か
ら
、
実
質
的
な
公
債
費
を
表
し
ま

す
。

 
将
来
負
担
比
率

　

地
方
公
共
団
体
の
長
期
の
借
入
金
で
あ

る
一
般
会
計
の
地
方
債
残
高
、
借
入
金
で

は
な
い
も
の
の
契
約
等
で
将
来
の
支
払
を

約
束
し
た
も
の
（
債
務
負
担
行
為
）、
公

営
企
業
の
他
会
計
の
地
方
債
残
高
の
う
ち

一
般
会
計
が
負
担
す
る
も
の
、
ま
た
、
近

隣
市
町
村
と
の
組
合
に
よ
り
整
備
し
た
ゴ

ミ
処
理
施
設
に
係
る
地
方
債
の
負
担
分
な

ど
地
方
公
共
団
体
の
将
来
負
担
額
を
表
し

ま
す
。

 
資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
の
料
金
収
入
に
対
す
る
資
金

不
足
の
規
模
で
表
し
、
こ
の
比
率
が
高
く

な
る
ほ
ど
経
営
に
問
題
が
あ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。　

＊実質赤字比率、連結実質赤字比率は、赤字額が算定されていないため「―」で表示しています。また、
資金不足比率においても資金不足を生じた公営企業（水道事業会計、簡易水道事業特別会計、宅地造成
事業特別会計）がなかったため、「―」で表示しています。

石
川
町
の
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
率 

財
政
用
語
の
解
説

財
政
用
語
の
解
説

財政再生基準早期健全化基準健全化判断比率区　　　分

20.015.0―実 質 赤 字 比 率

30.020.0―連 結 実 質 赤 字 比 率

30.530.020.5実 質 公 債 費 比 率

―350.090.8将 来 負 担 比 率

―20.0―資 金 不 足 比 率

（単位：％）
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石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合
に
お
け

る
火
葬
場
建
設
に
よ
り
地
方
債
の
償
還
に

充
当
さ
れ
る
負
担
金
は
増
加
が
見
込
ま
れ

る
も
の
の
、
同
組
合
の
し
尿
、
ご
み
処
理

施
設
建
設
に
係
る
地
方
債
償
還
が
満
了
す

る
た
め
、
負
担
金
総
額
は
平
成　

年
度
を

20

ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
く
見
通
し
で
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
に
緑
資
源
機
構
農

26

用
地
総
合
整
備
事
業
、
平
成　

年
度
に
融

27

資
農
道
整
備
事
業
、
平
成　

年
度
に
は
国

28

営
母
畑
総
合
農
地
開
発
事
業
が
償
還
期
間

の
満
了
を
迎
え
る
ほ
か
、
特
別
養
護
老
人

比
で
1
・　

億
円
程
度
減
少
し
て
い
ま
す
。

45

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
点
を
勘
案
し
実
質
公

債
費
比
率
の
将
来
推
計
を
行
っ
て
み
る
と
、

平
成　

年
度
決
算
で　

・
８
％
（
３
年
平

21

17

均
）
と
基
準
値
の　

％
を
下
回
る
ほ
か
、

18

平
成　

年
度
決
算
で　

・
５
％
、
平
成　

22

15

23

年
度
決
算
で　

・
０
％
と
年
々
減
少
し
て

14

い
く
見
通
し
で
す
。

平
成　

年
度

２０

実
質
公
債
費
比
率
の
分
析

　

単
年
度
で
は
公
債
費
の
元
利
償
還
金
が

大
幅
に
減
少
し
た
ほ
か
、
繰
出
金
、
負
担

金
な
ど
の
公
債
費
に
準
ず
る
負
担
金
等
が

い
ず
れ
も
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
こ
と
に
よ
り
、

前
年
と
比
較
し
て
４
・
７
％
減
の　

・
５

16

％
と
な
り
ま
し
た
が
、
３
ヵ
年
平
均
で
は

２
・
０
％
減
の　

・
５
％
と
な
り
ま
し
た
。

20

平
成　

年
度
以
降
の
推
計

２１ 〜
今
後
今
後
の
推
計
推
計
〜 

〜
今
後
今
後
の
推
計
推
計
〜 

〜
今
後
の
推
計
〜 

〜
今
後
の
推
計
〜 

「
実
質
公
債
費
比
率
」
編 

10.0

12.0

14.0

16.0

20.0

22.0

24.0

26.0

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
0

2

4

6

8

10

12

14

16

％

単年度単年度

債務負担行為に
よる負担額

18.0%
(基準値)

一部事務組合及び簡易
水道特別会計等におけ
る元利償還額

億

地
方
債
残
高

ホ
ー
ム
建
設
事
業
の
償
還
金
額
も
確
定
し
、

新
た
な
債
務
負
担
行
為
設
定
の
予
定
も
な

い
こ
と
か
ら
、
今
後
は
確
実
に
減
少
し
て

い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
方
債
発
行
の
抑
制
効
果
や

繰
上
償
還
に
よ
り
、
地
方
債
残
高
及
び
元

利
償
還
金
が
減
少
を
続
け
、
平
成　

年
度

20

の
公
債
費
充
当
一
般
財
源
等
額
は
対
前
年



広報いし広報いしかかわわ１１１１月月号 ●号　●　88

KKoo
HHoo
IshikawIshikawaa

　

町
で
は
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
町
職

員
の
定
員
適
正
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
平

成　

年
の
２
０
０
人
か
ら
平
成　

年
ま
で

16

25

の
９
年
間
で　

人
の
職
員
削
減
を
目
指
し

50

て
い
ま
す
。

◆
職
員
の
給
与

　

町
職
員
の
給
与
は
民
間
給
与
の
調
査
に

基
づ
く
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
及
び
国
や

他
の
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
均
衡
を
考
慮

し
つ
つ
町
議
会
の
議
決
を
経
て
条
例
で
定

め
て
い
ま
す
。

◆
職
員
数

　

平
成　

年
４
月
１
日
現
在
の
職
員
数
は

21

１
７
０
人
で
、
平
成　

年
に
比
べ
２
人
の

20

減
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
臨
時
・
嘱
託
職

員
除
く
）

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
職
員
の
給
与
実
態
を
正
し
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
町
職
員
の
給
与
を
公
表
し
ま
す
。
な
お
、
数
値
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成　

年
「
地
方
公
務
員
給
与
実
態
調
査
」
及
び
「
地
方
公
共
団

21

体
定
員
管
理
調
査
」
等
を
基
に
し
て
い
ま
す
。

平
成　

年
ま
で
に

25

　

人
の
削
減

50

　

町
で
は
現
在
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
給

与
な
ど
の
抑
制
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
特
別
職
給
料
の
減
額

（
町
長
は
給
料
月
額
の　

％
相
当
分
、

１５

副
町
長
及
び
教
育
長
は
給
料
月
額
の

　

％
相
当
分
を
減
額
）

１０
②
職
員
は
職
務
に
応
じ
て
給
料
月
額
の

１
～
５
％
相
当
分
を
減
額

③
管
理
職
（
課
長
補
佐
以
上
の
職
員
）

手
当
支
給
額
の　

％
減
額

２０

※
減
額
分
は
６
月
と　

月
の
期
末
手
当

１２

よ
り
そ
れ
ぞ
れ

６
月
分
ず
つ
一

括
し
て
減
額
し

て
い
ま
す
。

町
長　

％
特
別
職　

％

15

10

一
般
職
５
％
を
減
額

■1 　人件費の状況（平成20年度一般会計決算）

人件費率人件費（Ｂ）歳出総額（Ａ）

24.5％143,779万円587,484万円

※人件費には、議会議員やその他非常勤特別職の報酬、町長・副町長
などの特別職給与、職員給与及び退職手当組合負担金などが含まれま
す。

■2 　職員給与費の状況（平成20年度一般会計決算）

前年度
一人当
り給与

一人当
り給与

給与費
職員数

計期末・勤勉
手当職員手当給料

611
万円

603
万円

92,189
万円

21,487
万円

5,956
万円

64,746
万円153人

※職員手当（退職手当を除く）には、国政選挙等の手当を含みます。

■3 　平均年齢及び平均給料月額の状況（平成21年４月現在）

平均給料月額平均年齢区分

340,900円43歳3月一般行政職員

369,200円54歳1月技能労務職員

■4 　初任給の状況（21年４月１日現在）
２年後の給料初任給区分

187,200円175,100円大学卒

一般行政職 167,000円155,400円短大卒

151,000円142,500円高校卒

145,800円137,900円高校卒技能労務職

■6 　特別職給料等の状況（削減後）
期末手当（支給割合）給料（報酬）月額

1.45月分6月期末678,300円町 長

給　
　

料
1.73月分12月期末575,100円副町長

3.18月分計538,200円教育長

■5 　経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（21年４月１日現在）
経験年数

20年～25年未満
経験年数

15年～20年未満
経験年数

10年～15年未満区分

372,100円335,400円289,700円大学卒

一般行政職 －310,700円240,400円短大卒

328,400円289,100円241,900円高校卒

－－－高校卒技能労務職
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■7 　職員手当の状況（平成21年４月１日現在）

国町区分

期末勤勉
手当

勤勉手当期末手当勤勉手当期末手当

0.75月分1.4月分0.75月分1.4月分6月期   

0.75月分1.6月分0.75月分1.53月分12月期   

1.50月分3.00月分1.50月分2.93月分計

国町

退職手当

定年・勧奨自己都合定年・勧奨自己都合（支給率）

30.55月23.5月30.55月23.5月勤続20年

41.34月33.5月41.34月33.5月勤続25年

59.28月47.5月59.28月47.5月勤続35年

59.28月59.28月59.28月59.28月最高限度

※退職手当基本額に、職務の級等により調整額が加算される場合があります。
※定年前早期退職者に対しては、勤続期間等により退職手当の基本額に加算
される場合があります。

感染症等防疫作業手当　１日につき290円特殊勤務
手当

正規の職員が勤務時間を越えて勤務したときに支給さ
れる手当
職員一人当たりの平均支給年額51,519円

時間外勤務
手当

配偶者13,000円　配偶者以外の扶養家族6,500円扶養手当

月額9,500円を超える家賃を支払っている
職員に対し100円から27,000円借家借間

住居手当 2,500円
新築、購入されたものである場合は、その日
から起算して5年間は3,500円

自宅

58,000円まで全額、58,000円を超えた場
合、その超えた額の2分の１の額58,000円
に加えた額

交通機関
等利用者

通勤手当

通勤距離に応じて2,500円から48,400円交通用具
利用者

課長の職にある職員　　　　給料月額×12/100
課長補佐の職にある職員　　給料月額×6/100管理職手当

■9 　職員数の状況（総数）

計

公営事業部門
一
般
会
計

特別行政
部門一般行政部門

部　
　

門
小　
　

計

そ　
の　
他

水　
　

道

教　
　

育

小　
　

計

土　
　

木

農
林
水
産

商
工
労
働

民
生
衛
生

税　
　

務

総
務
企
画

議　
　

会

1702315814725122793609322平成
21年

1722013715227125793629332平成
20年

△2321△5△2△3000△20△10差引

■10 　定員適正化計画の年次別進捗状況
計公営企業等（水道等）特別行政（教育）一般行政

増減数職員数増減数職員数増減数職員数増減数職員数

2341445175平成６年（計画前年）

第1次計画
（平成７年～
平成16年）

△34200８22△２43△40135平成16年度

208目標

104%達成率

2002243135平成16年度（基準年）

第２次計画
（平成16年～
平成25年）

△28172△２20△1627△10125平成20年度

△30170１23△1825△13122平成21年度

60％－75％59.1％進捗率

△50150△４18△2419△22113平成25年度（目標年）

■8 　一般行政職の級別職員数（平成21年4月1日現在）
合計6級5級4級3級2級1級区分

課　　長課長・主幹主幹・課長補
佐・主任主査

主任主査・
係長・主査主　　事主事補・主事標準的な業務

95４143233５７職員数(人)

1004.214.733.734.75.37.4構成比(%)

1005.316.031.937.25.34.3前年度構成比参考

※一般行政職とは、税務職、医療技術職、看護・保健職、福祉職、公営企業職、技能労務職を除いた行政職員です。
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「
朝
起
き
た
ら
、
ま
ず
カ
ー
テ
ン
開
け
な
い
と
、
み
ん
な
に
心
配
か
げ
っ
か
ら
…
」。

最
近
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
か
ら
、
こ
ん
な
声
を
聞
く
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

普
段
と
様
子
が
ち
が
う
と
近
所
の
人
が
心
配
し
て
、
見
に
来
て
く
れ
た
り
、
声
を
か
け

て
く
れ
る
と
言
う
の
で
す
。

　

過
日
、
町
内
で
起
こ
っ
た
火
災
の
際
に
、
そ
の
家
に
身
体
の
不
自
由
な
お
年
寄
り
が

い
る
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
た
人
が
、
い
ち
早
く
駆
け
つ
け
助
け
出
し
た
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
ど
こ
に
ど
ん
な
人
が
住
ん
で
い
る
の
か
を
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

尊
い
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
た
、
日
頃
の
関
わ
り
の
大
切
さ
を
痛
感
す
る
で
き
ご
と
で

し
た
。

　

本
町
の
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

と
な
り
近
所
の
人
同
士
が
、
日
頃
か
ら
気

に
か
け
合
い
・
声
か
け
合
い
・
支
え
合
う

こ
と
で
地
域
の
つ
な
が
り
を
強
め
、
困
っ

て
い
る
人
を
見
落
と
さ
な
い
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、

平
成　

年
度
か
ら
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

１７

　

こ
の
活
動
は
、
平
成　

年
に
起
こ
っ
た
、

１５

ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
孤
立
死
が

発
端
に
な
り
ま
し
た
。
誰
に
も
看
取
ら
れ

ず
に
亡
く
な
り
、
死
後
し
ば
ら
く
た
っ
て

か
ら
発
見
さ
れ
る
こ
と
を
孤
立
死
と
呼
び

地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
はは

心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい心強い
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ

ああああああああああああああああああああああああああああありりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりががががががががががががががががががががががががががががが
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねね

　あり
がたい

ねぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ

ま
す
。
大
都
会
で
も
な
い
こ
の
石
川
町
で

孤
立
死
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
し
ま

う
こ
と
に
、
関
係
者
は
大
き
な
衝
撃
を
受

け
、
こ
ん
な
悲
し
い
こ
と
が
二
度
と
起
こ

ら
な
い
よ
う
に
と
、
集
ま
っ
て
話
し
合
い

を
重
ね
ま
し
た
。
そ
し
て
、
地
域
で
暮
ら

し
て
い
る
人
達
に
何
か
異
変
が
起
こ
っ
た

時
、「
そ
の
こ
と
に
い
ち
早
く
気
付
け
る

の
は
行
政
で
は
な
く
、
普
段
の
様
子
を
知

っ
て
い
る
近
所
の
人
だ
」、「
と
な
り
近
所

の
人
同
士
が
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
少
し
意

識
し
て
気
に
か
け
・
声
か
け
を
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
な
ん
だ
」
と
い
う
結
論
に
た

ど
り
着
き
ま
し
た
。
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安
心
で
き
る
地
域
を
つ
く

安
心
で
き
る
地
域
を
つ
く
るる

た
め
に
み
ん
な
で
話
し
合

た
め
に
み
ん
な
で
話
し
合
いい

　

こ
れ
を
受
け
て
、
平
成　

年
か
ら
、
行

１７

政
区
長
さ
ん
や
民
生
児
童
委
員
さ
ん
が
中

心
に
な
り
、
地
区
毎
に
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
ど
の
地
区
の
話
し
合
い
で
も
、

「
近
所
づ
き
あ
い
だ
け
で
な
く
家
族
内
の

関
係
も
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
、
昔
は

と
な
り
近
所
も
み
ん
な
家
族
の
よ
う
だ
っ

「「
困
っ
て
い
る
人

困
っ
て
い
る
人
をを

見
落
と
さ
な
い

　

見
落
と
さ
な
い
、、

や
さ
し
い
地
域
に

や
さ
し
い
地
域
に
」」

　

現
在
、
町
に
は
３
１
４
人
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
お
年
寄
り
、
３
４
７
戸
の
高
齢
者

世
帯
が
あ
る
ほ
か
、
障
が
い
を
持
っ
て
い

る
人
や
認
知
症
の
人
等
、
い
ろ
ん
な
立
場

の
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域

の
中
に
は
近
所
付
き
合
い
が
得
意
で
な
く

孤
立
し
て
い
る
人
や
、
困
っ
て
い
て
も
な

か
な
か
声
に
出
せ
な
い
人
も
い
ま
す
。

　

地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
何
か
特

別
な
組
織
を
つ
く
る
こ
と
で
は
な
く
、
決

ま
っ
た
人
だ
け
が
活
動
す
る
も
の
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
町
に
住
ん
で
い
る
ひ
と

り
ひ
と
り
が
、
今
ま
で
よ
り
も
少
し
意
識

し
て
、
ご
近
所
に
声
を
か
け
た
り
、
弱
い

立
場
に
あ
る
人
を
見
守
っ
た
り
、
お
互
い

に
支
え
合
い
な
が
ら
、
誰
か
が
困
っ
た
時

に
見
落
と
さ
な
い
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
や
さ
し
い
地
域
を
目
指

し
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

あ
る
年
の
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
講

演
会
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、

パ
ネ
ラ
ー
の
方
か
ら
こ
ん
な
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。「
お
金
を
か
け
な
く
て
も
、
住

民
み
ん
な
の
力
で
お
金
に
は
代
え
ら
れ
な

い
大
事
な
も
の
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
都
会
に
住
ん
で
い
る
子
供
が
、
田
舎

の
両
親
が
高
齢
に
な
っ
て
心
配
な
こ
と
も

あ
る
け
れ
ど
、
石
川
町
な
ら
大
丈
夫
な
ん

だ
、
と
言
え
る
よ
う
な
、
人
情
あ
ふ
れ
る

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
に
…
」。

　

そ
ん
な
地
域
を
み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

日　時　　11月26日（木）午後６時30分～
場　所　　石川町共同福祉施設　ホール
参加費　　無料（参加申し込みが必要です）
内　容　　「誰もが安心して暮らし続けられる地域をめざして
 ～今こそ、地域の絆・地域の力で～」
講　師　　武蔵野大学　佐藤信人　先生（元厚生労働省 老健局 課長補佐）

参加申し込み・お問い合わせ先
石川町地域包括支援センター　緯26－4606　胃26－8410

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉ネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッットトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーククククククククククククククククククククククククククククク講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会のののののののののののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららららららららららら地域福祉ネットワーク講演会のお知らせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

た
の
に
…
」
と
い
う
関
係
の
希
薄
化
を
嘆

く
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
で

起
こ
っ
て
い
る
困
り
ご
と
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
考
え
方
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性

に
つ
い
て
も
た
く
さ
ん
の
声
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、「
地
域
の
つ
な
が
り
が

あ
れ
ば
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
見
守
り
だ
け

で
な
く
、
消
費
者
被
害
や
虐
待
の
予
防
・

早
期
発
見
が
で
き
る
」「
弱
り
か
け
た
人

に
早
く
気
づ
け
ば
介
護
予
防
に
だ
っ
て
つ

な
が
る
」「
災
害
時
の
避
難
誘
導
へ
の
備

え
も
で
き
る
」
等
、
地
域
の
力
で
い
ろ
ん

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
み
ん
な
が
安

心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
地
域
が
取
り
戻
せ
る

の
で
は
な
い
か
と
、
地

域
の
力
が
高
ま
る
こ
と

へ
の
期
待
も
。
だ
か
ら

今
こ
そ
、
希
薄
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
地
域
の
関

係
を
見
直
し
て
、
し
っ

か
り
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
い
う

こ
と
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
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職業葛大学生です。

Q 今、情熱を傾けて取り組んでいることは何ですか
A 現在大学３年生なので、就活に力を入れています。社
会人としての第一歩なので、厳しい情勢ですが自分が
納得できるようにしたいと思っています。

Q将来やってみたいことや夢を聞かせてください

A 学校で学んでいることを生かせる仕事に就くことです。

Q将来どんな町になって欲しいですか

A お年寄りと若者が共同し合える町になって欲しいです。
Q最後に理想のタイプは

A 笑顔が爽やかでハキハキして元気な人がタイプです。

葛次回は、鈴木さんの紹介で仲田真理子さんです。

鈴木　太三さん（２０歳）●新町

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
が
３
人
、
孫
が
７
人
に
な
り
ま

し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞
か
せ

５０

て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
、
昭
和　

年
に
結
婚
し
ま
し

３４

た
。
当
時
は
、
ガ
ス
・
水
道
・
電
気
釜

な
ど
も
な
く
大
変
不
便
で
し
た
が
、
結
（
ゆ
い
）

の
精
神
が
あ
り
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ

生
き
て
こ
ら
れ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
は
、

自
分
た
ち
を
支
え
て
く
れ
た
こ
の
地
域
に
何
か
恩

返
し
を
し
た
い
と
の
思
い
も
あ
り
、
行
政
区
長
な

ど
を
６
年
間
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当

時
、
今
出
ダ
ム
の
問
題
に
つ
い
て
町
や
県
と
話
し

合
っ
た
こ
と
が
今
で
も
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

妻
は
、
公
民
館
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
各
戸

を
訪
問
し
て
の
中
谷
婦
人
会
の
発
足
や
中
谷
文
庫

の
設
立
に
も
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
谷

文
庫
は
現
在
も
多
く
の
人
々
か
ら
利
用
さ
れ
と
て

も
感
慨
深
く
感
じ
ま
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

 

…
古
文
書
を
読
む
会
の
人
た
ち
と
石
川

の
自
由
民
権
運
動
に
つ
い
て
調
べ
て
パ
ソ

コ
ン
で
入
力
し
て
い
ま
す
。

米
子
…
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
、
水
中
セ

ラ
ピ
ー
や
貯
筋
ク
ラ
ブ
に
行
き
健
康
増
進
に
励
ん

で
い
ま
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教
え
て

く
だ
さ
い

石
川
町
の
桜
並
木
が
好
き
で
す
。
妻
は
宮

城
県
大
河
原
町
出
身
で
石
川
町
の
桜
を
見

て
は
故
郷
を
思
い
出
し
、
故
郷
の
千
本
桜
を
懐
か

し
ん
で
い
ま
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

町
内
に
入
院
で
き
る
施
設
が
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
、
入
院
施
設
を
確
保
す
る

な
ど
地
域
医
療
の
充
実
を
図
っ
て
欲
し
い
で
す
。

QQQQQQQQQQQQQQQQQA

氏名：有賀　　 さん（７９歳）
　　　　　　米子さん（７３歳）
住所：形見字尾巻

地域のみなさんに支えられたことに感謝

●
町
民
と
と
も
に
歩
む
町　

い
し
か
わ

QQQQQQQQQQQQQQQQQA

QQQQQQQQQQQQQQQQQAQQQQQQQQQQQQQQQQQAQQQQQQQQQQQQQQQQQA
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沢
田
自
治
セ
ン
タ
ー
書
道
教
室
は
、
平
成　
１７

年
に
発
足
し
、
現
在　

名
の
会
員
が
書
道
の
上

３０

達
を
目
指
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
教
室
は
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で

幅
広
い
年
代
が
一
緒
に
な
っ
て
書
道
を
学
び
、

中
に
は
祖
父
母
と
孫
が
一
緒
に
通
っ
て
い
る
会

員
も
い
ま
す
。
下
校
時
間
を
過
ぎ
る
と
小
学
生

が
参
加
し
、
教
室
は
子
ど
も
達
の
元
気
で
活
気

づ
き
ま
す
。
子
ど
も
と
大
人
が
一
緒
に
賑
や
か

な
教
室
を
み
ん
な
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

教
室
で
は
、
大
人
は
ペ
ン
習
字
、
実
用
書
、

仮
名
書
道
、
漢
字
書
道
、
子
ど
も
は
硬
筆
、
毛

筆
を
学
ん
で
い
ま
す
。
作
品
は
、
学
校
で
行
わ

れ
る
コ
ン
ク
ー
ル
や
地
区
の
文
化
祭
に
展
示
し

て
い
ま
す
。

　

字
が
上
手
く
な
り
た
い
、
綺
麗
な
筆
字
を
書

き
た
い
な
ど
書
道
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

滑サークル紹介コーナー葛第５６回

沢
田
自
治
セ
ン
タ
ー

　

書
道
教
室

●開催日時　毎週火曜日
　　　　　　午後１時３０分～
●場所：沢田自治センター
●お問い合わせ先
　沢田自治センター　緯２６－０６９６

▲真剣に取り組む子ども達

●「ハッピースマイル」と「集暖」では参加してくれるお子さん（３歳以下）、グループを募集していま
す。お気軽にお問い合わせください。石川町役場総務課　２６－２１１１ 

●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真画像を添えお送りく
ださい。 Koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

「やんちゃでおちゃめな結衣ちゃ「やんちゃでおちゃめな結衣ちゃんん!!!!お兄ちゃんとお兄ちゃんと
一緒に大きくなってネ一緒に大きくなってネ」」

たかちゃんパパ・きみちゃんママ 沢井字十三たかちゃんパパ・きみちゃんママ　　沢井字十三塚塚

関根 孝輝く関根　 孝  輝 くんん（４歳）（右）（４歳）（右）
こう き

関根 結衣ちゃ関根　 結  衣 ちゃんん（２歳）（左）（２歳）（左）
ゆ い

gggggggggggggggggg

                  g  

gggggggggggggggggg

                  g  

gggggggggggggggggggggggggggggggggggggg

gggggggggggggggggggggggggggggggggggggg

▲上手になるために先生から添削
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　地区公民館から母畑自治センターに移行して、
早くも７ヶ月が経過しました。
　センターでは、区長会、自治センター運営委員
会、各種団体と地域の皆様のご協力により、地区
三大行事（スポーツ大会、敬老会、文化祭）や各
種学級などを開催するとともに、新たな事業とし
てパソコン出前講座などを開講し、「魅力ある自
治センターづくり」に努めています。
　また、第１回石川町産業交流祭に５店舗を出店、
手作り作品を販売するなど生産販売意欲の向上を
図っています。
　母畑地区には、国営総合農地開発事業（開パ）
の工事中に発見された、約四千年前の小田口遺跡

があります。昭和５９年には地域の皆さんにより、
小田口遺跡を一望できる母畑自治センター裏広場
に約１３００年前の「平安住居」が復元されていま
す。今年は、地域住民、各種団体などの協力によ
り屋根の補修作業を実施するなど、平安住居を保
存し「地域の資源」として活用していきます。
　今後も積極的に「地域住民が、自ら学び、行動
し、楽しく明るい、生き甲斐のある地域」を目指
し、気軽に集える環境づくりを重点に、文化財・
観光地を生かした地域づくりの拠点施設を目指し
ますので、地域の皆様のご理解とご協力をよろし
くお願いします。

▲復元された小田口遺跡の「平安時代の竪穴住居」 ▲母畑自治センター

自ら学び、行動し、楽しく明るい、
生き甲斐のある地域を目指して
～母畑自治センターから～

瀝

 
猫  
啼  
堰 
と 
泉  
重  
左  
衛  
門 

ね
こ 
な
き 
ぜ
き 

い
ず
み 
じ
ゅ
う 
ざ 

え 
も
ん

　

県
立
石
川
養
護
学
校
北
側
の
今
出
川

に
、
猫
啼
堰
は
あ
り
ま
す
。
第
３
代
石

川
町
長
・
泉
重
左
衛
門
に
よ
っ
て
、
明

治　

年
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
以
後
、

３３
数
度
の
改
修
を
経
て
今
も
な
お
、
野
木

沢
・
悪
戸
地
区
ま
で
伸
び
る
用
水
路
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
泉
重
左
衛
門
の
多
大
な

功
績
を
讃
え
る
石
像
が
、
王
子
八

幡
神
社
境
内
に
建
立
さ
れ
て
い
ま

す
。

▲国道１１８号線を水戸方面に向かって右
手に見えます。

葛
１
０
０
年
以
上
を
経
て
ま
だ
現
役
と
し
て
活
躍

す
る
当
時
の
技
術
に
驚
く
ば
か
り
で
す
。

▲王子八幡神社入り口にたたずむ翁像。

字
猫
啼
・
王
子
平

葛
像
は
昭
和　

年
に
小
林
和
平
に
よ
っ
て
つ
く
ら

１３

れ
ま
し
た
。
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出出出出出出出出出出出出出出産産産産産産産産産産産産産産育育育育育育育育育育育育育育児児児児児児児児児児児児児児一一一一一一一一一一一一一一時時時時時時時時時時時時時時金金金金金金金金金金金金金金のののののののののののののの制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度がががががががががががががが変変変変変変変変変変変変変変わわわわわわわわわわわわわわりりりりりりりりりりりりりりまままままままままままままましししししししししししししし出産育児一時金の制度が変わりましたたたたたたたたたたたたたたた

　

９
月　

日
、
中
谷
自
治
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
今
年
度
２
回
目
の
介
護
者
交
流
事
業
『
介
護
者

１５

の
つ
ど
い
』
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
参
加
者
の
近
況
や
日
頃
の
介
護
の
悩
み
等
を
話
し
合
い
ま
し
た
。　

年
近
く
ご
主

３０

人
を
介
護
さ
れ
て
い
る
方
の
話
や
、
家
族
み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
介
護
し
て
い
る
話
な
ど
を
聞

き
、
改
め
て「
ひ
と
り
で
が
ん
ば
ら
な
い
」と
い
う
大
切
な
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

午
後
は
県
南
地
区
の
認
知
症
家
族
会
代
表
の
山
下
聖
子
さ
ん
を
迎
え
、
認
知
症
だ
っ
た
お
義
母

さ
ん
の
介
護
か
ら
看
取
り
ま
で
の
体
験
を
聴
き
ま
し
た
。
山
下
さ
ん
は
「
介
護
を
通
し
て
私
自
分

が
育
て
ら
れ
た
」
と
話
し
、
介
護
し
な
が
ら
作
っ
た
と
い
う
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を
披
露
し
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
は
、
山
下
さ
ん
自
身
の
結
婚
か
ら
現
在
ま
で
の
自
分
と
家
族
の
歩
み

が
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て
お
り
、
も
し
自
分
が
認
知
症
に
な

っ
て
も
大
事
な
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
…
と

作
製
し
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
驚
き

と
感
心
の
声
を
あ
げ
な
が
ら
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

集
い
に
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
他
の
人
の
話
を
聞

い
て
、
自
分
は
た
い
へ
ん
な
う
ち
に
入
ら
な
い
な
あ
と
、

自
分
を
勇
気
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
」「
毎
回
、
こ
の
集

い
に
参
加
し
て
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
」
等
の
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。　

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
４
回
の
『
介
護
者

の
つ
ど
い
』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
在
宅
で
介
護
を
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

介
護
者
の
集
い
の
問
い
合
わ
せ
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
ま
で
。

●
相
談
・
連
絡
先　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

緯
２
６
―
４
６
０
６
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介
護
者
の
つ
ど
い
か
ら

▲介護者のつどいの様子

①支支支支支支支支支支給給給給給給給給給給額額額額額額額額額額がががががががががが変変変変変変変変変変わわわわわわわわわわりりりりりりりりりりままままままままままししししししししししたたたたたたたたたた支給額が変わりました。。。。。。。。。。。
　国の少子化特別対策として出産育児一時金が４万円引き
上げになりました。
　平成２１年１０月１日から平成２３年３月３１日までの間の出産
に限り、出産育児一時金の支給額が４２万円となります。
　出産育児一時金とは国保の被保険者が出産されたときに
世帯主に対して給付されるものです。

②支支支支支支支支支支払払払払払払払払払払いいいいいいいいいい方方方方方方方方方方法法法法法法法法法法がががががががががが変変変変変変変変変変わわわわわわわわわわりりりりりりりりりりままままままままままししししししししししたたたたたたたたたた支払い方法が変わりました。。。。。。。。。。。
　平成２１年１０月１日以降の分娩について、出産育児一時金
直接支払制度が利用できるようになりました。
　出産育児一時金直接支払制度とは、分娩に伴う費用の支
払いについて、出産育児一時金として支給される金額を国
保から直接医療機関等へ支払うことにより、被保険者の一
時的な窓口負担を軽減するための制度です。
　この制度の利用は任意ですが、ご利用の際には、入院から
退院されるまでに、被保険者と医療機関との間で『直接支払
制度合意文書』を交わしていただく必要があります。詳しく
は、医療機関へお問い合わせください。
　また、直接支払い制度に対応していない医療機関もあり

許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許

ますので利用できるか医療機関へ確認をしてください。
許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許

●出産育児一時金直接支払制度を利用した場合の支払につ
いて
煙出産費用が出産育児一時金（４２万円）以上の場合
　出産育児一時金を超えた金額を医療機関等へ支払うこと
となります。
　国保への出産育児一時金に関する手続きは特に必要あり
ません。
煙出産費用が出産育児一時金（４２万円）未満の場合
　分娩に関する医療機関等への支払いは、原則として発生
しません。
　また、医療機関等からの請求額が出産育児一時金に満た
ない場合は、その差額を被保険者の方が国保へ請求するこ
とができます。医療機関から交付された明細書と印鑑を持
参のうえ石川町役場国保年金係にて手続きをお願い致しま
す。
　………………………………………………………………
　直接支払制度を希望しない場合や国内の医療機関以外で
分娩した方は、石川町へ直接、出産育児一時金の請求を行っ
てください。
＊他の健康保険から出産育児一時金が支給される場合（健
康保険の加入期間が１年以上あり、退職後半年以内に出産
した場合）には国保からは支給されません。

＊出産日の翌日から２年を経過すると時効となり、支給され
ませんのでご注意ください。

◆お問い合わせ先………町民生活課　国保年金係　緯26－9125



広報いし広報いしかかわわ１１１１月号 ●月号　●　1818

第56回

　新型インフルエンザの感染拡大が心配されている中、インフルエンザ脳症を発症している例が報告され
ています。福島県では、インフルエンザ脳症の報告はありませんが、全国的には９月末までで１例の死亡
を含む２４例が報告されています。特に、７歳以上の子どもたちに多発しており、流行期を迎えた今、イン
フルエンザ脳症の増加が心配されます。
　次の症状は、インフルエンザ脳症の早期症状として保護者の方に注意していただきたい点です。これら

許許許許許許許許許許

の症状がみられた場合は、早急に医療機関を受診ください。
許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許

①インフルエンザ症状（発熱・せき・頭痛等）に加え、
　Ａ：呼びかけに答えないなど意識レベルの低下がみられる
　Ｂ：けいれん重積※及びけいれん後の意識障害がつづく
　Ｃ：意味不明の言動がみられる
　　※けいれん重積…けいれん発作が３０分以上続いた状態や、
　　　　　　　　　　けいれん発作を繰り返し３０分以上意識が
　　　　　　　　　　完全回復しない状態
②強い解熱剤（ボルタレン・ポンタールおよびこれらと同様の成分の入っているもの）
　はインフルエンザ脳症の予後を悪化させるので、解熱剤使用の際には、かかりつけの医師に相談してく
　ださい。

インフルエンザ脳症に注意しましょう

●お問い合わせ先　　県中保健福祉事務所　緯０２４８－７５－７８２７
 保健センター　緯２６－８４１６



1199● 広報いしか　●　広報いしかわわ１１１１月号月号

（平成２１年９月１日～９月３０日まで届出分　敬称略）

住 所保 護 者氏 名

曲山　 利  玖  （昭　夫・　碧　） 塩ノ平
り きゅう

鈴木　 瑠  美  （一　則・由香里） 梁　瀬
る み

鈴木みのり （　隆　・かおり） 双　里
須藤　　 優  （賢　太・仁　子） 草倉田

ゆう

加藤　 優  奈  （與志輝・　舞　） 屋敷入
ゆ な

佐川　 結  稟  （　博　・多美恵） 赤　羽
ゆい り

安藤　 滉  人  （宏　幸・めぐみ） 渡里沢
ひろ と

佐藤　 咲  空  （和　広・ゆかり） 中　野
さ ら

横山　 楓空  （健　幸・絵理加） 母　畑
ふ う あ

石 川 町 1 1 ～ 1 2 月 の 主 な 予 定

11月 ●November
ふるどのクリニック（古殿町）
白河市～福島市

勤労青少年ホーム

ひらた中央病院（平田村）
ひらた中央病院（平田村）
クリスタルロード

保健センター
老人福祉センター
保健センター

田中内科医院

在宅当番医
第２１回ふくしま駅伝

社会保険事務所年金相談会
（１０：００～）　　　　　※要事前予約

在宅当番医
在宅当番医
八槻市

１歳児健診（９：３０～）
心配ごと相談（１０：００～１５：００）
３歳３ヶ月児健診（１３：００～）

在宅当番医

跣

跼

踈

踉

跿

踝

踞

跣

跼

踈

踉

跿

踝

踞

跣

跼

15

16
17
18
19

20
21
22
23

24
25

26
27
28
29
30

12月 ●December

保健センター

ひらた中央病院（平田村）

保健センター
保健センター
保健センター
老人福祉センター

石川町公民館
ふるどのクリニック（古殿町）

１歳６ヶ月児（１３：００～）

在宅当番医

２歳児教室（９：３０～）
３～４ヶ月児健診（１３：００～）
ＢＣＧ予防接種（１３：００～）
心配ごと相談（１０：００～１５：００）

行政書士無料相談会（９：００～１２：００）
在宅当番医

踈

踉

跿

踝

踞

跣

跼

踈

踉

跿

踝

踞

跣

跼

1
2
3
4
5
6
　7
8
9
10

11
12
13
14

　 新　 郎　 新　 婦 （ 出 身 地 ）　
小川　宜猛（鹿ノ坂）・小湊加奈子（山　形）
遠藤　俊壽（王子平）・瀬谷　美幸（浅川町）

住 所　 氏　 名　
 金　内　サクヨ 石　田
 矢　内　源　一 北　町
 藁　谷　　　幸 屋敷入
 矢　吹　　　勉 曲　木
 須　藤　ヨシノ 板　橋
 遠　藤　フミ子 塩　沢
 瀬　谷　勝　三 中　田
 小豆畑　カクヨ 山　形
 角　田　タミ子 双　里
 桑　沢　テ　ル 双　里
 草　野　一　夫 曲　木
 栁　沼　キ　ミ 当　町
 矢　内　一　美 南山形
 瀧　口　惣　一 母　畑
 下山田　和　子 轡　取
 山　本　節　夫 双　里
 木　戸　仁　子 母　畑

●11月25日（水）までに納めましょう
　　固定資産税（第3期）
　　国民健康保険税（第5期）
　　介護保険料（第5期）
●11月30日（月）までに納めましょう
　　後期高齢者医療保険料（第4期）
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